
公表日：2019年12月27日 事業所名：　つばめ会
チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容

1
利用定員に応じた指導
訓練室等スペースの十
分な確保

定員に応じたスペースは確保して
いる。

（はい18、どちらともいえない8、いいえ0、
わからない1）

現状を維持する。

2 職員の適切な配置
利用者2～3名につきスタッフ1名の
配置を確保している。

・個別に見てほしい。
（はい1７、どちらともいえない５、いいえ
１、わからない４）

ほとんどの職員が何らかの資格保有者、
資格別人数の公表をしていく。

3

本人にわかりやすい構
造、バリアフリー化、
情報伝達等に配慮した
環境など障害の特性に
応じた設備整備

専門家も入ってもらい、環境の整
備に努めている。

・１Fと２Fに自由に行く事ができるが階段が
急で怖い。。
（はい１７、どちらといえない４、いいえ
０、わからない６）

今後も必要に応じて環境の調整を図って
いく。

4

清潔で、心地よく過ご
せ、子ども達の活動に
合わせた生活空間の確
保

定期的にスペースの清掃・消毒を
実施している。

・静かに落ち着きたいときにそうできる場所
がないのでしんどいらしい。ベッドが不潔っ
ぽい。スペースが狭く感じる（はい１９、ど
ちらともいえない３、いいえ０、わからない
５）

今後も、のびのび育つ環境を守っていき
たい。

1

業務改善を進めるため
のPDCAサイクル（目標
設定と振り返り）への
職員の積極的な参画

主任等と管理者、理事者が協議し
たことを、月に一度の職員会議な
どにはかっている。

組織的なPDCAサイクルの確立を図ってい
く。

2
第三者による外部評価
を活用した業務改善の

外部評価は現時点では、実施な
し。

今後、実施に向け検討していく。

3
職員の資質の向上を行
うための研修機会の確

職場研修、外部研修を適宜実施し
ている。

今後も、のびのび育つ環境を守っていき
たい。計画的に実施していく。

1

アセスメントを適切に
行い、子どもと保護者
のニーズや課題を客観
的に分析した上での児
童発達支援計画又は放
課後等デイサービス計

モニタリング時などに保護者面談
を実施し、職員間で協議し支援計
画の充実に努めている。

主にモニタリングごとに支援改革を充実
させている。

2

子どもの状況に応じ、
かつ個別活動と集団活
動を適宜組み合わせた
児童発達支援又は放課
後等デイサービス計画

個別と集団の指導を状況に応じて
実施している。支援計画の作成・
見直しを進めている。

個々の要望を踏まえて企画にアセスメン
トし、質の高い療育に努める。

児童発達支援又は放課後等デイサービス事業に係る自己評価結果公表用
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・保護者の話を聞いて計画書が作られそれを
元に作成されている。
（はい2０、どちらともいえない４、いいえ
０、わからない３）



3

児童発達支援計画又は
放課後等デイサービス
計画における子どもの
支援に必要な項目の設
定及び具体的な支援内
容の記載

領域別に必要な項目を設定し、定
期的に評価している。

4

児童発達支援計画又は
放課後等デイサービス
計画に沿った適切な支
援の実施

個人ファイルにして整理。職員会
議や打ち合わせで支援の細目など
を確認している。児童発達、低学
年、高学年にスタッフをほぼ固定
している。

（はい２１、どちらともいえない３、いいえ０、わからない３）
療育の質を上げていくための努力を重ね
ていく。

5
チーム全体での活動プ
ログラムの立案

月に一度の職員会議で支援の在り
方や行事などを検討し、必要に応
じて研修・研究を重ねている。

今後とも充実していく。

6
平日、休日、長期休暇
に応じたきめ細やかな
支援

長期休暇に外出支援、給食などを
導入するなど、状況に応じた支援
を実施している。

今後とも充実していく。

7
活動プログラムが固定
化しないような工夫の
実施

季節感を感じる行事を積極的に導
入している。療育の研修・研究を
重ねて、新しいいアプローチの確
立に努めている。

（はい２０、どちらともいえない２、いいえ０、わからない５） 今後とも研鑽を重ねていく。

8

支援開始前における職
員間でその日の支援内
容や役割分担について
の確認の徹底

支援開始前に職員で当日の連絡事
項や分担の確認を実施している。

今後とも工夫を重ねて実施する。

9

支援終了後における職
員間でその日行われた
支援の振り返りと気付
いた点などの情報の共
有化

閲覧用ノートに会議などの記録を
記して職員に徹底している。連絡
帳を通じて保護者と意見交換、連
絡を行い重要なことはボードに掲
示して職員に徹底している。

今後とも工夫を重ねて実施する。

10
日々の支援に関しての
正確な記録の徹底や、
支援の検証・改善の継

個別活動記録にて徹底している。
職員会議や打ち合わせなどで重要
な事項は徹底している。

さらに充実させていく。

11

定期的なモニタリング
の実施及び児童発達支
援計画又は放課後等デ
イサービス計画の見直

9月と3月にモニタリングと計画の
見直しをしている。9月時には長時
間の面談を実施している。

今後も工夫して実施していく。

1

子どもの状況に精通し
た最もふさわしい者に
よる障害児相談支援事
業所のサービス担当者
会議へり参画

必要に応じ、主に担当しているス
タッフが参加する。

依頼があったときは積極的に参加す
る。

2

（医療的ケアが必要な
子どもや重症心身障害
のある子ども等を支援
している場合）
地域の保健、医療、障
害福祉、保育、教育等
の関係機関と連携した
支援の実施
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・保護者の話を聞いて計画書が作られそれを
元に作成されている。
（はい2０、どちらともいえない４、いいえ
０、わからない３）
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3

（医療的ケアが必要な
子どもや重症心身障害
のある子ども等を支援
している場合）
子どもの主治医や協力
医療機関等と連絡体制
の整備

4

児童発達支援事業所か
らの円滑な移行支援の
ため、保育所や認定こ
ども園、幼稚園、小学
校、特別支援学校（小
学部）等との間での支
援内容等の十分な情報
共有

必要に応じて、ケース会議や協
議・情報交換を行っている。

今後も必要に応じ積極的に参加、呼び
かけをする。

5

放課後等デイサービス
からの円滑な移行支援
のため、学校を卒業
後、障害福祉サービス
事業所等に対するそれ
までの支援内容等につ
いての十分な情報提

これまで実績はない。
家族と相談のうえ、状況提供を必要に
応じ実施していく。

6

児童発達支援センター
や発達障害者支援セン
ター等の専門機関と連
携や、専門機関での研
修の受講の促進

市内の事業所連絡会に参加してい
る。市関連の研修にも参加してい
る。

今後も積極的に参加する。

7

児等発達支援の場合の
保育所や認定こども
園、幼稚園等との交流
や、放課後等デイサー
ビスの場合の放課後児
童クラブや児童館との
交流など、障害のない
子どもと活動する機会
の提供

地域の自治活動団体などを通じて
収穫祭などに参加し、交流をして
いる。

（はい１３、どちらともいえない０、い
いえ１、わからない１３）

今後も積極的に参加する。

8
事業所の行事への地域
住民の招待など地域に
開かれた事業の運営

年2回ほどのコンサートや文化祭に
地域の人を招待している。また、
商店街のイベントにも参加してい

交流をさらに深める。

1
支援の内容、利用者負
担等についての丁寧iな
説明

重要事項説明書に記載、機会をみ
て理念などとともに説明してい
る。

（はい２４、どちらともいえない１、い
いえ０、わからない２）

工夫をして理解を得ていく努力をす
る。
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2

児童発達支援計画又は
放課後等デイサービス
計画を示しながらの支
援内容の丁寧な説明

面談、「お知らせ」などを通じて
丁寧な説明を心掛けている。

（はい２３、どちらともいえない１、い
いえ１、わからない２）

今後とも工夫をして実施していく。

3

保護者の対応力の向上
を図る観点から、保護
者に対するペアレント･
トレーニング等の支援
の実施

集団での研修はないが、送迎時、
面談時や行事を通じて療育内容や
保護者のが理解が深まるよう努力
している。

・モニタリングだけだった。
（はい11、どちらともいえない２．いい
え６、わからない１４）

今後とも内容や形態などを工夫して実
施していく。

4

子どもの発達の状況や
課題について、日頃か
ら保護者との共通理解
の徹底

連絡帳や事業所内相談などで、共
通理解を深めている。

・連絡帳に詳しく書いて下さるので様子
がよくわかる。
（はい21どちらともいえない4、いいえ
０、わからない２）

重要事項は送迎担当にも徹底するよう
にし、連携や協力がうまくいくように
努力する。

5

保護者からの子育ての
悩み等に対する相談へ
の適切な対応と必要な
助言の実施

モニタリング時の面談だけでな
く、必要に応じて事業所内相談を
実施している。

・たまにでもいいので、送迎の時に子供
の様子が聞きたいので話ができればよ
い。
（はい１９、どちらともいえない４、い

今後とも専門性を高め、保護者からの
相談に積極的に対応していく。

6
父母の会の活動の支援
や、保護者会の開催に
よる保護者同士の連携

父母会、保護者会はない。
　
（はい４、どちらともいえない１０、い
いえ３、わからない１０）

イベント等を通じ、保護者会が組織さ
れるような機運を盛り上げていく。

7

子どもや保護者からの
苦情に対する対応体制
整備や、子どもや保護
者に周知及び苦情が
あった場合の迅速かつ

事業所内に苦情受付を設置し、マ
ニュアルにのっとり対応してい
く。

困っていることなどを伝えるとすぐに対
応してもらえる。
（はい１４、どちらともいえない５、い
いえ０、わからない８）

窓口は引き続き設置し、苦情には真摯
に対応する。

8
障害のある子どもや保
護者との意思の疎通や
情報伝達のための配慮

伝達カードやノンバーバルなこみ
にゅケーションツールなどで配慮
している。

（はい１２、どちらともいえない７、い
いえ１、わからない７）

今後とも工夫して、意思疎通がはかれ
るようにしていく。

9

定期的な会報等の発
行、活動概要や行事予
定、連絡体制等の情報
についての子どもや保
護者への発信

毎日の連絡帳で様々な連絡をとる
他、「お知らせ」を毎月発行して
いる。

手紙で予定や活動報告などをしてもらえ
る。
（はい２２、どちらともいえない１、い
いえ０、わからない４）

今後とも内容などを見直し、ホーム
ページを充実していく。

10 個人情報の取扱いに対する十分な対応
職員には秘密保持を徹底するよう
に指導している。契約書にて個人
情報の扱いに合意している。

（はい１７、どちらともいえない３、い
いえ０、わからない７）

継続をする。

1

緊急時対応マニュア
ル、防犯マニュアル、
感染症対応マニュアル
の策定と、職員や保護
者への周知徹底

各種マニュアルを作成して運用し
ている。

・何かあれば、すぐに連絡がある。
・防犯、感染症のマニュアルがあるかが
わからない。（はい１８、どちらともい
えない１、いいえ３、わからない５）

必要に応じてマニュアルを改訂し、周
知徹底していく。

2
非常災害の発生に備え
た、定期的に避難、救
出その他必要な訓練の

年1回の避難訓練を実施している。
　
（はい８、どちらともいえない４、いい
え１、わからない１４）

今後、訓練をさらに充実していく。

3
虐待を防止するための
職員研修機の確保等の
適切な対応

職場内外での研修を実施してい
る。

今後も研修会等を実施する。
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4

やむを得ず身体拘束を
行う場合における組織
的な決定と、子どもや
保護者に事前に十分に
説明・・了解を得た上
での児童発達支援計画
又は放課後等デイサー
ビス計画への記載

必要とする子供の利用がない。 今後も研修会等を実施する。

5
食物アレルギーのある
子どもに対する医師の
指示書に基づく適切な

家族からの聞き取りで給食等に配
慮している。閲覧ノートや掲示板
で職員に徹底している。

職員への徹底をさらにはかっていく。

6
ヒヤリハット事例集の
作成及び事業所内での
共有の徹底

ヒヤリハットや事故対応マニュア
ルにそって運用している。

今後も事例を共有できるように努力す
る。

通いだして生き生きしていてよく話すよ
うになった。すごく楽しいみたいです。
（はい１８、どちらともいえない２、い
いえ３、わからない４）

とても満足です。すごく楽しいみたいで
す。陶芸は楽しみ。なんでも許してもら
えると思っているので適切な注意がされ
ていないのではないか。（はい１８、ど
ちらともいえない２、いいえ３、わから
ない４）

満
足
度

1

2

こもは通所を楽しみ
にしているか

事業所の支援に満足
しているか

非
常
時
等
の
対
応


